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土 日

〈休 館 日〉 9/4（月）, 11（月）, 12（火）, 19（火）, 25（月） 
　 　 　 　 　 10/2（月）, 10（火）, 11（水）, 16（月）, 23（月）, 30（月）

〈開館時間〉9：00〜16：30 ※入館は16：00まで

〈後　援〉神奈川新聞社, ｔ ｖ ｋ（テレビ神奈川）

〈協　力〉独立行政法人 国立科学博物館

箱根登山鉄道「入生田駅」下車 徒歩3分

お問い
合わせ

〒250-0031 神奈川県小田原市入生田499

TEL: 0465-21-1515　/　FAX: 0465-23-8846

https://nh.kanagawa-museum.jp/



休 館 日
　9/4（月）, 11（月）, 12（火）, 19（火）, 25（月）,

10/2（月）, 10（火）, 11（水）, 16（月）, 23（月）, 30（月）

開 館 時 間 9：00〜16：30 ※入館は16：00まで
シモフリアシグロタケ

きのこ、カビなどの菌類は、身近でありながら謎に満ちた存在です。

神奈川県やその周辺から新種発表された菌類のほか、絶滅のおそれの

あるレアな菌類、県内でなじみ深いきのこなど、これまでの研究の成果から、

かながわらしい「ご当地菌類」を多数ご紹介します。

展示のラストには、「みんなで選ぼう！かながわご当地菌類投票」

コーナーもあります！お楽しみに！！

オダワラ
ノボリリュウ
（仮称）

知っているようで知らない
菌類の世界

かながわで
身近な菌類

かながわの
自然環境と菌類

かながわのレアな菌類

市民が開拓する、
かながわの菌類研究

みんなで選ぼう！
かながわご当地菌類投票ヒイロウラ

ベニイロガワリ

ニカワラッシタケ

特別展関連シンポジウム オンライン開催

「かながわから発信する菌類の魅力」

8月12日（土） 13：30～16：00

演

者

・ 出川 洋介博士（筑波大学 山岳科学センター菅平高原実験所 准教授）

・ 山本 好和博士（秋田県立大学 名誉教授）

・ 高橋 春樹氏　 （アマチュア菌類分類学者）

・ 折原 貴道　 　 （当館 菌類担当学芸員）

事前ウェブ
申し込み制

特別展関連イベント

担当学芸員による菌類ギャラリートーク
複数回実施予定

詳細は、公式ウェブサイト・Twitterでお知らせします！

ぜひご覧ください。

〈後　 援〉神奈川新聞社,  t ｖ ｋ（テレビ神奈川）

〈協　 力〉独立行政法人 国立科学博物館
〈キャラクターイラスト〉oso

https://
nh.kanagawa-museum.jp/

当館公式ウェブサイ ト

観覧料
（常設展含む）

20〜64歳
（学生除く）

20歳未満・学生 高校生・65歳以上 中学生以下

個人 720円 400円

団体※ 610円 300円
200円 無料

※有料人員20人以上

〒250-0031 神奈川県小田原市入生田499　｜　TEL: 0465-21-1515　｜　FAX: 0465-23-8846
公式Twitter： @seimeinohoshiPR　｜　混雑情報Twitter： @seimeinohoshiCI

◯箱根登山鉄道「入生田駅」下車

　 徒歩3分

◯国道1号線「地球博物館前」

　 交差点を入る
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※1  学校の春・夏休みや土日祝日などは駐車場が混雑し、駐車できない場合があります。
　　路上待機はできません。できるだけ、電車・バスをご利用ください。
※2  行楽シーズンは道路が混雑する場合があります。道路情報などをご確認ください。
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